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　新年明けましておめでとうございます。

　町民のみなさまにおかれましては希望に満ちた新年を

健やかにお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

　間もなく、平成という一つの時代が幕を閉じようとし

ています。

　思い返しますと、パソコンやスマートフォン、そして

インターネットの普及により情報化が急速に進展し、私

たちの生活様式は、大きく様変わりしました。その一方

で、リーマンショックによる世界金融危機や、阪神淡路

大震災、東日本大震災など大規模災害に見舞われた激動

の時代でもありました。

　斑鳩町では、平成元年当時27 ,751人であった町人口

は、現在28 ,350人と2.2％増加いたしました。

　しかしながら、本町の高齢化率は、30.1％となってお

り、子育て支援そして高齢福祉等の施策を充実すること

が急務であると考えています。

　こうしたなか、本年は、昨年の猛暑の影響で全国的に問題となりました学校での熱中症対策と

いたしまして、今夏までに町内の全小中学校にエアコンの設置をはかるほか、新たに西和５町の

連携による病児保育の開所に向けた取り組みをすすめてまいります。

　また、コミュニティバスの再編にあわせ、高齢者向けのタクシー助成事業を創設するなど、住

民のみなさまに住み続けたいと感じていただけるまちづくりをすすめてまいります。

　私が、町長として町政の舵をとらせていただき、はや１年が過ぎました。この間、多くの住民

のみなさまとお会いし、そのなかで改めて、それぞれの課題を自らの問題として捉え、積極的に

取り組まれている姿勢を直接肌で感じております。

　こうしたみなさまの声にお応えするべく、聖徳太子の和の精神に基づき、奈良県や周辺市町村

との一層の連携強化をはかるとともに、民間活力を最大限に引き出すことで、新たな斑鳩町の魅

力づくりをすすめてまいります。

　私一人の力は微力ではありますが、斑鳩をより愛される町にするため日々頑張っている職員と

一丸となって、「和の精神でつくる新しい斑鳩」の実現に向け、職務に邁進していく所存でありま

すので、引き続きご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　本年がみなさまにとって新たな時代の良い幕開けの年となるよう心からお祈り申し上げ、年頭

の挨拶といたします。

斑鳩町長
中 西  和 夫

新　 年 　の 　ご　 あ　 い　 さ　 つ
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　町民のみなさま、新年明けましておめでとうございま

す。

　輝かしい新春をみなさまとともに迎えられましたこと

を心からお慶び申し上げます。

　新しい年が斑鳩町に繁栄をもたらす素晴らしい年にな

りますよう心から願っております。

　国は景気回復のためさまざまな施策を打ち出し、長く

続いた景気低迷からようやく抜け出す兆しが見えつつあ

るとされておりますが、まだまだ厳しい状況下にありま

す。その中での本年10月の消費税率の引き上げ等により、

先行きの不安感は強くなっています。

　さらに、全国各地で相次いだ豪雨や地震などの自然災

害や世界に類を見ない急激な少子高齢化など、さまざま

な問題に直面しております。

　このような時代にあって、住民に身近な地方議会の責任と役割はますます大きく、かつその議

員が果たすべき責務の重要性は増大してきております。

　住民の代表である町議会といたしましては、まちづくりの主役はみなさんであることを第一に、

執行機関と切磋琢磨しながら、住んでよかったと思えるまちづくりの実現に向けて、努力してま

いりたいと考えております。

　まちづくりは、時代の潮流とともに斬新な発想を必要としており、旧来のまちづくりでは未来

を切り拓いていくことはできません。私たち議員にも新たな時代感覚と崇高なビジョンを持って

一翼を担っていくことが求められております。決して、次代を担う子どもたちにツケを残しては

いけません。私たちは、責任世代としての役割をしっかり担い、住民一人ひとりが誇り高く、「こ

のまちに住んでよかった」と実感できるまちづくりに、これからも全力を傾注してまいります。

　結びに、町民のみなさまにとりまして、本年が実りある飛躍の年になりますよう心から祈念申

し上げるとともに、今後も一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、新年の

挨拶とさせていただきます。

斑鳩町議会議長
伴 　  吉 晴

新　 年 　の 　ご　 あ　 い　 さ　 つ
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11
月
23
日（
祝
・
金
）、
昨
年
新
た
に
整

備
し
た
史
跡
中
宮
寺
跡
に
、
町
内
外
か
ら

約
７
，
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
カ
フ
ェ
や
雑
貨
・
パ
ン
・

イ
タ
リ
ア
ン
な
ど
の
マ
ル
シ
ェ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
46
店
舗
が
出
店
。
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
エ
リ
ア
の
お
し
ゃ
れ
な
空
間
や
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
、
バ
ル
ー
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
楽
し
い
演
出
も
あ

り
、心
地
よ
い
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
史
跡
中
宮
寺
跡
は
、
斑

鳩
三
塔
が
一
望
で
き
る
貴
重
な
場
所
。
当

日
は
強
風
の
た
め
気
球
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
バ
ー
ナ
ー
を
焚

い
て
気
球
の
カ
ゴ
に
乗
る
体
験
も
あ
り
、

バ
ー
ナ
ー
の
迫
力
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜

び
。

　

町
内
の
人
か
ら
は
「
斑
鳩
で
こ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
て
嬉
し
い
」
と
い
っ
た
声

や
、
町
外
の
人
か
ら
も
「
ま
た
斑
鳩
に
来

た
い
。実
際
に
お
店
に
も
行
っ
て
み
た
い
」

と
の
声
も
あ
り
、
斑
鳩
の
魅
力
を
体
感
す

る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

斑
鳩
の
新
た
な
魅
力
を
体
感

地
域
に
愛
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ

　世界文化遺産・法隆寺がある歴史深き斑鳩で、新たな未来を拓く「マルシェ」が、
斑鳩町商工会青年部のみなさんの主催で、装いを新たにはじまりました。
　今回は、マルシェ開催のようすと、開催についての主催者の思い・参加者の声を、
みなさんに届けます。

｢楽しい｣ が詰まった新しい IKARUGA
第２回 いかるがマルシェ開催
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晴
天
の
も
と
「
第
２
回
い
か
る
が
マ
ル

シ
ェ
」
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

強
風
の
た
め
、
気
球
が
上
が
ら
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
予
想

を
は
る
か
に
超
え
る
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
無
事
故
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
今

は
た
だ
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
回
は
場
所
の
変
更
に
伴
い
、
規
模
も

大
き
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
〝
不
安
〟
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
し
か
し
皆
で
団

結
を
し
、
同
じ
目
標
に
向
か
い
進
ん
で
い

く
う
ち
に
、
い
つ
し
か
そ
の
不
安
は
「
必

ず
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
強
い
決
意
に

変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
想
い
は

「
斑
鳩
町
の
魅
力
を
も
っ
と
発
信
し
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
暮
ら
し
・

働
く
場
所
で
あ
る
斑
鳩
の
良
さ
を
ど
う
す

れ
ば
伝
え
ら
れ
る
の
か
…
そ
れ
を
根
本
に

企
画
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
こ
こ
数
年
で

増
加
し
た
女
性
部
員
を
中
心
に
企
画
で
き

た
こ
と
は
、
現
代
を
象
徴
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
だ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
自
ら
の
事
業
の
発
展
と
共
に
、
斑
鳩

で
〝
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
〟
と
な
れ

る
よ
う
、
今
い
る
場
所
で
斑
鳩
の
魅
力
を

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　会場が近く、気軽
に来ることができる
ので、今後もイベン
トしてほしいです！
今度は家族とも来た
いです♪

　中宮寺跡はいつも車
で横を通っていて気に
はなっていたのです
が、中に入ったのは初
めてです。ピザとポテ
トをいただきました！
　おいしかったです♪

　豚汁とコロッケを
いただきました。コ
スモスも少し残って
いてよかったです。
また斑鳩町の他の観
光地やお店にも足を
運んでみたいと思い
ます。

史跡中宮寺跡にみなさんも来てくださいね♪

りこさん
まりんさん

（町内在住）

ここなちゃん
りくくん
かほちゃん
　　（大和郡山市）

中江さんファミリー
（大阪府高石市）

●史跡中宮寺跡
　ＭＡＰ

▲主催者の斑鳩町商工会青年部のみなさん

塔跡で
楽しく遊びました。

チーズドッグ
おいしかったです。

人が多くてとても
賑やかですね♪

実行委員長
川口尚子さんに
インタビュー

人
が
集
い
、
元
気
に
な
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で

斑
鳩
の
魅
力
を
も
っ
と
発
信
し
た
い



そ れい け！ 斑鳩

パ
ゴ にっき
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　毎年恒例の産業まつりが今年も行われ、

たくさんの人で賑わいました。新鮮な野菜

を買い求める人や、各種団体などの物産販

売にも多くの人が列をつくりました。

斑鳩町産業まつり2018

　聖徳太子ゆかりの４町（斑鳩町・三郷町・

安堵町・王寺町）をめぐるウォークイベン

トを開催。北海道から鹿児島まで全国各地

から、のべ１，６３７人が参加しました。

聖徳太子の里ツーデーウォーク

　また、今回は体育館内にミニ電車やふわ

ふわなどもあり、子どもたちも大はしゃぎ。

振る舞いもちなどもあり、盛り上がった１

日となりました。

　コース内にある聖徳太子ゆかりの寺院や

史跡などを巡りながら、参加者は続々と

ゴール会場へ。会場ではキッズステージイ

ベントや出店ブースなどもあり、イベント

に花を添えました。

　斑鳩町で行われたイベントや学校行事など、まちの話題をお届
けします。Facebook や斑鳩町観光協会の Instagram でも、
どんどん情報を発信していきますので、あわせてご覧ください。

11/24・25
（土・日）

12/2
（日）
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　斑鳩小学校の４年生の児童が、社会科で
安全なくらしを守るための消防のはたらき
について学習するため、斑鳩町消防団第二
分団の見学に行きました。
　普段は見ることのできない消防車の見学
に興味深々。放水訓練なども体験し、地域
の安全を守るお仕事について深く学ぶ機会
となりました。

　斑鳩文化財センター秋季特別展の開催を
記念して、藤ノ木古墳の石室内に納められ
ていた「家形石棺」をテーマとした講演会
を開催しました。
　古墳研究の第一人者である立命館大学名
誉教授 和田 晴吾 氏による講演では、参加
者のみなさんは、藤ノ木古墳をはじめ、奈
良県内にあるいろいろな家形石棺の年代の
違いなどについてのお話に、興味深く聞き
入っていました。

　働こうとする女性のための、就業・起業
に関する情報提供や自己啓発・スキルアッ
プなどに関するセミナーを、創業支援セン
ター・ふらっぴん♪で開催。
　奈良の仕事事情やお金の話、自分らしく
働くために必要なことなどを学ぶ内容で、
これから働きたい・起業したいと思ってい
る女性が全４回のセミナーに参加しまし
た。

消防団社会見学

藤ノ木古墳と大和の家形石棺女性就業セミナー in ふらっぴん♪

　斑鳩幼稚園の祖父母参観で、「斑鳩ふる
さとかるた」を使用したかるた遊びが行わ
れました。
　先生が読み札を読み上げると、園児たち
は一斉に絵札を取りあい、楽しく遊んでい
ました。

斑鳩ふるさとかるた

　斑鳩ふるさとかるたは、町内の小中学
生が読み札を考え、絵札をつくったもの
で、斑鳩の魅力を伝えるものとなってい
ます。（平成30年１月号広報参照）

11/14
（水）

11月 11/11
（日）

11/14
（水）
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　今月号では、平成29年に町

制施行70周年を迎えたことを

記念して編さん事業が開始され

た『新修 斑鳩町史』について

紹介します。

『
新
修 

斑
鳩
町
史
』
編
さ
ん

　

斑
鳩
町
で
は
、
昭
和
38
（
１
９
６
３
）

年
に
、町
制
施
行
15
周
年
を
記
念
し
て『
斑

鳩
町
史
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
54
（
１
９
７
９
）
年
に
は
、
町
制
施
行

30
周
年
の
記
念
と
し
て
、
前
回
の
町
史
を

再
編
し
た
本
文
編
１
冊
と
資
料
編
２
冊
か

ら
な
る
、
全
３
冊
の
『
斑
鳩
町
史
』
を
刊

行
し
、
当
町
の
歴
史
の
記
録
と
し
て
み
な

さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
刊
行
さ
れ
て
か
ら
約
40
年
が

経
っ
て
お
り
、
そ
の
間
に
藤
ノ
木
古
墳
の

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
当
町
の

歴
史
に
対
す
る
調
査
・
研
究
に
は
め
ざ
ま

し
い
進
展
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
盛
り
込
ん

だ
新
た
な
町
史
の
編
さ
ん
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
29
年
に
町
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、『
新
修 

斑
鳩
町
史
』の
編
さ
ん
事
業
が
計
画
さ
れ
、

各
分
野
の
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
斑

鳩
町
史
編
さ
ん
委
員
会
（
委
員
長
：
鈴
木

嘉
吉
氏
）」
が
発
足
し
ま
し
た
。
当
委
員

会
で
は
、
編
さ
ん
の
方
針
や
執
筆
内
容
な

ど
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

『
新
修 

斑
鳩
町
史
』

　
　
　
編
集
方
針
と
構
成

　

今
回
の
町
史
編
さ
ん
で
は
、
読
み
や
す

い
文
章
を
心
が
け
、
写
真
や
図
表
を
多
く

用
い
て
わ
か
り
や
す
い
内
容
を
め
ざ
し
ま

す
。
そ
し
て
、
町
内
に
所
在
す
る
文
化
財

な
ど
を
調
査
し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
歴
史
な
ど
の
掘
り
起
こ
し
を
行

う
な
ど
、
新
た
な
斑
鳩
町
の
歴
史
を
構
築

し
て
、
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

構
成
と
し
て
は
、
通
史
編
と
し
て
、
上

巻
「
歴
史
編
Ⅰ
（
考
古
・
古
代
）」、
中
巻

「
歴
史
編
Ⅱ
（
中
世
か
ら
現
代
ま
で
）」、

下
巻
「
地
理
編
・
文
化
財
編
・
文
化
編
」

の
３
冊
と
、「
法
隆
寺
編
・
考
古
資
料
編
・

歴
史
資
料
編
な
ど
」
か
ら
な
る
史
料
編
、

別
編
と
し
て
当
町
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
た
「（
仮
）斑
鳩
の
歴
史
」
の
全

５
冊
の
刊
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
御ご

遠お
ん

忌き

に
あ

わ
せ
て
、第
１
回
目
と
し
て
、上
巻
の
「
歴

史
編
Ⅰ
（
考
古
・
古
代
）」
を
２
０
２
１

年
に
刊
行
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。町

内
に
所
在
す
る

　
　
　
文
化
財
調
査
の
実
施

　

町
か
ら
昨
年
４
月
に
、『
新
修 

斑
鳩
町

史
』
の
編
さ
ん
に
伴
う
調
査
（
悉し
っ

皆か
い

調
査
）

協
力
を
、自
治
会
回
覧
で
依
頼
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
や
寺
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、

江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
文
書
や
、

寺
院
の
仏
像
な
ど
の
美
術
工
芸
品
、
境
内

や
墓
地
な
ど
の
石
造
物
、
古
地
図
な
ど
の

史
料
収
集
な
ど
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
調
査

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
か
ら
調
査
の
依
頼
に
つ
い
て
ご
連
絡

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▲ 美術工芸品（仏像）調査のようす

▶
現
行
の
『
斑
鳩
町
史
』（
全
３
巻
）

すすむ町内所在の
文化財の調査



町立図書館（☎0745－75－7
733

）E-mail：mailmaster@librar
yika

rug
a.j
p

HP：https://www.lics-saas.nexs-s
ervic

e.jp/
ikar
uga

/

図書館へ行こう！
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■町立図書館
水曜日のおはなし会
日時　１月９日（水）
　　　午後２時～
協力　ひこはな絵本の会
対象　０歳～６歳
土曜日のおはなし会
日時　１月19日（土）
　　　午後３時～
協力　おはなしさんぽ
対象　小学生以下
場所　いずれも多目的室
定員　各25人（先着順）
※�会場がいっぱいになっ

た場合は、お子さんを
優先とします。

■中央公民館図書室
０歳からの絵本のじかん
日時　１月８日（火）
　　　午前11時～
対象　０歳～４歳
定員　10人

　平成29年４月から開始した「斑鳩町電子図書館」。多くの
人にご利用いただき、コンテンツもさまざまなジャンルが追
加されています。今回は、平成29年10月～30年９月によく利
用されたコンテンツを紹介します。

　１位　感情をコントロールする力
　２位　るるぶ滋賀びわ湖ʼ１８
　３位　どうぞのいす（うごくえほんチルビー）
　４位　るるぶ大阪ベストʼ１８
　５位　クイズ大人の日本史２２１

　９月にはライトノベルも入荷し、貸出も順調に伸びていま
す。
　ぜひ、斑鳩町電子図書館を
ご利用ください。

図書展示
　「文学賞受賞作品」です。

　奈良教育大学教授 横山 真貴子 氏を講師に招き、大人に
とっても力となる絵本の楽しさと、子どもの成長への関わり
を知ってもらうことを目的に、いかるがホールで開催しまし
た。
　子ども時代の読書活動が大人になってからの人生に大きな
影響を与えるという事実についてデータを交えながら講義を
行い、親子で楽しめる絵本をご紹介しました。後半では、会
場にずらりと並んだ絵本をグループで読みあい、新しい絵本
との出会いの場となりました。

町立図書館　絵本講座

斑鳩町電子図書館　利用案内
利用対象　　　　斑鳩町に在住・在勤・在学の人
貸出冊数・期間　１人４冊まで・14日間
※�斑鳩町電子図書館を利用するには、図書館利用カード（ID）とパスワー
ドが必要です。利用カードは図書館・図書室で作成しています。利用カー
ドをお持ちの人は、メールでの申し込みでパスワードが登録できます。
詳しくは図書館設置のチラシ・ホームページをご覧ください。

おはなし会・
　読み聞かせ

お知らせ
電子書籍コンテンツ
　　人気ランキングを紹介します

11/11
（日）



住
民

活動センター
だよ

り

協働のまちづくり
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　今月は、住民活動センター（住民活動の拠点）から、平成30年度活
動提案事業団体の紹介です。今年度は７団体が活動しています。今月は

「斑鳩の里　會津八一の会」を紹介します。

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）
☎0745�1000㈹　☎090‒5890‒9527

ikarugakyodo@yahoo.co.jp　 http://ikaruga-kyodo.jimdo.com/

●會津八一の「法隆寺法起寺法輪寺の建立年代の研究」を読む勉強会を開催します。
　日時　1月27日（日）午前９時30分～　　場所　東公民館
●�３月３日（日）にウォーク＆トーク「ｉセンターから法輪寺までの歌碑巡りと法輪寺ご住職のお話
を聞く」を開催します。詳しくは、２月15日号広報おしらせ版をご覧ください。

　私たちは、斑鳩とゆかりのある歌人「會津八一」の
歌碑巡りや学習会を企画し、実施しています。９月は
町内の歌碑巡り、10月には法隆寺、法起寺、法輪寺な
どを巡る「秋の三塔巡り」の中で、町内に点在する會
津八一の歌碑について説明し、八一の心情を味わって
いただきました。11月には、新潟市會津八一記念館の
館長 神林恒道氏を講師に招いて、「會津八一と奈良」
をテーマに講演会を開催しました。

會
あ い

津
づ

八
や

一
い ち

の 歌 碑 を 学 び 広 め る
団体名：斑鳩の里　會津八一の会（代表　尾崎　義美）

　住民活動センターを開設して３年目に入りました。活動提案事業として活動している団体
の活動紹介としてデモンストレーション講座を開催します。今回は、住民のみなさんに、町
の鳥に認定されたイカルを知ってほしいと、熱心に周知活動をされている「斑鳩町　イカル
の会」によるスライドショーなどの実演講座を行います。イカルは、11月～３月に斑鳩町に
やってきます。イカルについて知りたい、また、住民活動や活動提案事業に関心のある人は
どなたでも参加できます。

日時　１月31日（木）　午前10時～11時30分頃
場所　生き生きプラザ斑鳩２階　第３会議室
定員　30人（先着順）
講師　斑鳩町イカルの会　代表　勝田　均　氏
申込　１月28日（月）までに、住民活動センター
　　　�（☎０９０‒５８９０‒９５２７）へお申

し込みください。

住民活動センター 活動提案事業団体 デモ講座
～ 斑鳩町イカルの会 ～

▲「會津八一と奈良」講演会のようす
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内　　容：�保育園の給食を親子で食べながら、子育てに関する不安・疑問などを
保育士・保健師・栄養士に気軽に話してみませんか？

対　　象：未就園児（生後７か月～）とその保護者
募集人数：各園親子５組（先着順）
料　　金：大人２００円・子ども１００円
申　　込：各保育園へ電話申し込みのうえ、申請書記入のためご来園ください。

開催場所 たつた保育園（☎74-2203）
斑鳩町龍田1-5-1

あわ保育園（☎74-1654）
斑鳩町阿波3-5-33

開催日時 ２月６日（水）
午前11時30分～午後０時45分

２月27日（水）
午前11時30分～午後０時45分

受　　付 １月７日（月）午前10時
　～1月23日（水）

１月28日（月）午前10時
　～２月13日（水）

日　　時　３月16日（土）午前９時50分～正午
集合場所　法隆寺ｉセンター
内　　容　①講演会「木の文化を知ろう」
　　　　　②工作体験
　　　　　　　「木の匠・ものづくりに挑戦」
　　　　　　（スマートフォン用スピーカー作成）
参 加 費　小中学生とその保護者ともに
　　　　　�１人１，０００円（午後からのオプショ

ンは別途費用が必要です）

申　　込　�はがき、fax、Ｅメールに参加者全員
の氏名・学年・郵便番号・住所・連絡
先を記載して申込。先着15組（締切
２月22日（金））

申込・問合せ先
　歴史街道推進協議会「いかるが」係
　〒530‒0005　大阪市北区中之島２‒２‒２
　ｆａｘ　06‒6223‒7234
　Ｅメール　time-trip@rekishikaido.gr.jp

　文化財の火災は、放火や周囲からの飛び火によるもの
が多いのが特徴です。世界文化遺産・法隆寺など数多く
の文化財の近くに住む私たちも日ごろから火の元に十分
注意し、不注意やいたずらから文化財を守りましょう。
　また、文化財への落書きなどのいたずらは絶対にやめ
ましょう。一度傷つけると元通りに戻せ
ません。長い年月をかけて受け継がれて
きた貴重な文化財を次の世代に伝えるた
めにも、文化財を大切にしましょう。

みんなで守ろう文化財
１月26日は「文化財防火デー」

斑鳩町消防団
出初式一斉放水

日時　1月5日（土）
　　　午前11時頃〜
場所　竜田公園　紅葉橋南側
　なお、出初式当日
は、午前９時に約１
分間サイレンを吹鳴
します。ご理解をお
願いします。

町立保育園の人気メニューが、食べられるよ‼

おこさまランチ

親子で学ぶ　斑鳩で木の匠になろう ２

お 知 ら せ



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上下水道課（上水道係）
	 ☎0745-74-1401
上下水道課（下水道係）
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町地域包括
支援センター

☎0745-74-5666
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
ふらっぴん♪
	 ☎0745-４４-3177
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884

● 

広
　
告
　
枠 

●

ま
ち の 情 報
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の
う
え
、
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
し

ま
す
。

　

�　
な
お
、
議
会
へ
の
議
案
の
上
程
時
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
経

歴
を
付
記
し
た
資
料
を
提
出
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

任
期

　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
33
年
３
月
31
日

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　
　
　
　
　
　
　
　
受
賞
者

　
（
敬
称
略
）

斑
鳩
町
長
賞

　
　
入　
田　
陽　
光

　
（
斑
鳩
南
中
学
校
３
年
）

　

中
学
生
を
対
象
に
奈
良
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
募
集
し
た
作
文
の
な
か
か
ら
、

入
田
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に

　
（
敬
称
略
）

　
上　
村　
定
衛
門
（
再
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を
得

て
12
月
23
日
付
け
で
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

斑
鳩
町
政
治
倫
理
審
査
会

委
員
募
集　

総
務
課
（
☎
内
線
２
６
３
）

　

斑
鳩
町
政
治
倫
理
審
査
会
は
、
町
長
お

よ
び
町
議
会
議
員
の
倫
理
規
定
を
定
め
た

「
斑
鳩
町
政
治
倫
理
条
例
」
に
も
と
づ
き
、

政
治
倫
理
確
立
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を

調
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
、
審
査
会
の
委
員
の
う
ち
、

２
人
を
公
募
し
ま
す
。

職�

務
内
容　
政
治
倫
理
確
立
の
た
め
の
必

要
な
調
査

募
集
人
数　
２
人

応�

募
資
格　
斑
鳩
町
長
お
よ
び
斑
鳩
町
議

会
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人

応�

募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
職
業
と
応
募
の
理
由

（
１
０
０
字
程
度
）
を
便
せ
ん
な
ど
に

記
入
し
、
１
月
25
日（
金
）ま
で
に
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は
総
務
課
の

窓
口
へ
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選�

出
・
選
任
方
法　
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
候
補
者
を
決
定

１
月
の
納
税

○
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
・
第
４
期
分
）

　
　
　

…
…
税
務
課
（
☎
内
線
１
５
４
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
（
普
通
徴
収
・
第
７
期
分
）

　

…
…
国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
・
第
７
期
分
）

　

…
…
長
寿
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）

納
期
限

１
月
31
日（
木
）

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険
税
等
の

徴
収
嘱
託
員
募
集

　

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

採
用
予
定
人
数　
１
人

雇
用
期
間　
平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
32
年
３
月
31
日

業�

務
内
容　
国
民
健
康
保
険
税
、
町
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
介

護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と

応
募
資
格

・�

昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
・�

原
動
機
付
自
転
車
運
転
免
許
を
持
っ
て

い
る
人

・�

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
を

使
え
る
人

試
験
日
時　
２
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

試
験
場
所　
役
場
１
階　

第
２
会
議
室

試
験
方
法　
口
述
試
験

提�

出
書
類　

履
歴
書
１
枚
（
市
販
用
紙
、

応
募
者
自
筆
）、
運
転
免
許
証

申�

込　
１
月
７
日（
月
）～
１
月
21
日（
月
） 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
、
国

保
医
療
課
で
受
付
し
ま
す
。

家
庭
教
育
学
級

　
　

中
央
公
民
館

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

日
時　
２
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

演
題　
「
和
太
鼓
が
つ
な
ぐ
仲
間
た
ち
」

講
師　
三
郷
北
小
学
校
教
員

　
　
　
（「
和
太
鼓
鵤
」
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
地　

政
弘　

氏

人
権
セ
ミ
ナ
ー

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

日
時　
１
月
18
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

演
題　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」

講
師　
奈
良
県
外
国
人
教
育
研
究
会

　
　
　

事
務
局
次
長

　
　
　
　
（
高
取
国
際
高
等
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

恵
裕　

氏

１月の相談 内　　　容 相　談　日 時　間 場　所 申　　込

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルな
どに関する相談

８日（火）、15日（火）、
22日（火）
（電話予約申込順）

13:00~16:00 役場１階第２会議室
住民課
（内線163）

消 費 生 活 相 談
契約のトラブル、悪質商
法、商品の品質・欠陥な
ど消費生活全般に関する
相談

24日（木） ９:00~16:00

役場１階
第３会議室

申込不要
問合せ　住民課
（内線163）

10日（木）、17日（木）、
31日（木） 13:00~16:00

人 権 相 談 人権の侵害や差別に関す
る相談

９日（水）
（毎月第２水曜日） 13:00~16:00

行 政 相 談 行政の仕事や手続き、
サービスに関する相談 ８日（火）

創 業 支 援 相 談 事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談

25日（金） 10:00~12:00 ふらっぴん♪ 斑鳩町商工会
☎0745-74-2500８日（火）、15日（火）

29日（火） 18:00~20:00 商工会館

青少年悩みごと
教 育 相 談

青少年の悩みや不安と
いった心の問題に関する
相談

毎週火・金・土曜日 ９:00~16:00 中央公民館
事前に☎74-0077
までご連絡くださ
い

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

働くことについて悩みを
抱える15～39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

毎月第４金曜日
（祝日を除く） 10:00~12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステー
ションやまと）

子 育 て 相 談
子育てについてのさまざ
まな悩みを臨床心理士な
どがお受けします

毎月第２・第４
水曜日 ９:00~16:00

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

福祉子ども課
（内線125）

女性のための相談 女性が抱えるあらゆる悩
みの相談

11日（金）
（第２金曜日） ９:30~12:30

役場会議室
予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く
8:30～17:30

25日（金）
（第４金曜日） 13:00~16:00

※相談の時間が９:00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。
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総務課
（☎内線271）臨時職員登録を募集します

　町役場では、職員の欠員や業務の増加による臨時的補充のため、臨時職員登録の募集を
行います。
登録期間　平成31年４月１日～平成32年３月31日
受付期間　１月８日（火）～31日（木）　午前８時30分～午後５時30分
　　　　　（土曜・日曜日、祝日を除く）に総務課で受付します。
　　　　　　※電話、fax、郵送、インターネットなどによる受付はできません。
　　　　　なお、受付期間の終了後も随時、登録の受付を行っています。

※応募資格に年齢要件の記載のないものは、昭和34年４月２日以降に生まれた人
※必要書類は、履歴書１枚（市販用紙・応募者自筆）と、下記の必要書類をご提出ください

職　　　種 応　　募　　資　　格 必　要　書　類 雇用
期間等

一 般 事 務 職 ・パソコン（ワード・エクセル）を使える人 １
回
の
雇
用
期
間
は
６
か
月
ま
で
。

職
種
の
重
複
登
録
が
可
能
で
す
。

ご み 収 集 処 理
作 　 業 　 員 ・要件なし

用 　 務 　 員 ・要件なし

保 　 育 　 士 ・保育士資格を有する、または資格取得見込みの人 保育士証原本または保育士
資格取得見込証明書

保 　 健 　 師 ・保健師免許を有する、または免許取得見込みの人 保健師免許証原本または保
健師免許取得見込証明書

幼 稚 園 講 師 ・幼稚園教諭免許を有する、または免許取得見込みの人
幼稚園教諭免許状原本また
は幼稚園教諭免許取得見込
証明書

小・ 中 学 校 講 師 ・�小・中学校教諭免許を有する、または免許取得見込み
の人

小・中学校教諭免許状原本
または小・中学校教諭免許
取得見込証明書

管 理 栄 養 士 ・管理栄養士免許を有する、または免許取得見込みの人
管理栄養士免許証原本また
は管理栄養士資格取得見込
証明書

栄 　 養 　 士 ・栄養士免許を有する、または免許取得見込みの人 栄養士免許証原本または栄
養士資格取得見込証明書

一 般 事 務 職
（図書館勤務）

・昭和29年４月２日以降に生まれた人
・パソコン（ワード・エクセル）を使える人

一 般 事 務 職
（図書運搬など）

・昭和24年４月２日以降に生まれた人
・普通自動車免許を持っている人

学 習 支 援 員
・年齢要件なし
・�小学校・中学校等で教職経験のある人、または教員免
許状を持っている社会人・学生

小・中学校教諭免許状原本
または小・中学校教諭免許
取得見込証明書

発 掘 作 業 員 ・昭和24年４月２日以降に生まれた人
・健康で作業に従事できる人

発 掘 調 査 補 助 員
・�昭和34年４月２日（経験者は昭和20年４月２日）以
降に生まれた人
・健康で作業に従事できる人

保育所臨時用務員 ・昭和29年４月２日以降に生まれた人

福祉施設臨時用務員 ・昭和24年４月２日以降に生まれた人
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福祉関係臨時職員（常勤）募集
　平成31年度採用予定の福祉関係臨時職員を募集します。
採用予定の職種・人員　下記のとおり
試験日時　２月３日（日）　午前８時30分～
試験会場　斑鳩町役場　１階　第３会議室
試験内容　口述試験
採用期間　平成31年４月１日～平成32年３月31日
申込用紙交付・受付
　１月７日（月）～21日（月）　 午前８時30分～午後５時30分
　（土曜・日曜日、祝日を除く）に各担当課で交付・受付します。

※�勤務内容や勤務体系の詳
細については、担当課へ
お問い合わせください。
※�電話、fax、郵送、インター
ネットなどによる受付は
できません。

※受験資格に年齢要件の記載のないものは、昭和34年４月２日以降に生まれた人
※必要書類は、履歴書１枚（市販用紙・応募者自筆）と、下記の必要書類をご提出ください

職　　　種 採　用
予定数 受　　験　　資　　格 必要書類 問合せ

保 育 所
臨 時 保 育 士

若干名

・�保育士資格を有する、または平成
31年３月31日までに資格取得
見込みの人

保育士証原本また
は資格取得見込証
明書

福祉子ども課
（☎内線
125・127）

保 育 所
臨 時 栄 養 士

・�栄養士資格を有する、または平成
31年３月31日までに資格取得
見込みの人

栄養士免許証原本
または資格取得見
込証明書

ふ れ あ い
交 流 セ ン タ ー
臨 時 職 員

・�昭和24年４月２日以降に生まれ
た人
・�土曜・日曜日、祝日に勤務できる
人老 人 憩 の 家

臨 時 職 員
長寿福祉課
（☎内線126）

介護支援専門員
・�介護支援専門員資格を有する、ま
たは平成31年３月31日までに
資格取得見込みの人（実務研修中
の人でも可）

介護支援専門員証
原本（実務研修受
講中の場合は実務
研修受講試験の合
格通知）

斑鳩町
地域包括支援
センター
☎0745�5666（☎0745�4000）

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木「
く
ろ
ま
つ
」

11月23日に史跡中宮寺跡で
開催されたイベント名は？

「第２回いかるが○○○○」
〈１月11日㈮必着）

応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に「パゴちゃんぬいぐるみ」をプレゼントします。
プレゼントの当選は、発送をもってかえさせてい
ただきます。
12月号広報クイズの答　ヘルプ（応募総数10）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲
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不
動
産
登
記
申
請
時
の

固
定
資
産
の
評
価
証
明
書
に

つ
い
て　

税
務
課
（
☎
内
線
１
５
４
）

　

斑
鳩
町
内
の
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）

の
登
記
申
請
を
さ
れ
る
場
合
、
固
定
資
産

の
評
価
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
し
た

が
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
従
来
の
評
価
証

明
書
に
代
え
て
、「
課
税
明
細
書
」
ま
た

は
「
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
目
的
な
ど
に
よ
り
評

価
証
明
書
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、
従

来
ど
お
り
交
付
し
ま
す
。

●
「
課
税
明
細
書
」

　

�

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
（
毎
年
４
月

中
旬
に
送
付
）
に
添
付
し
て
い
ま
す
。

●
「
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」

　

役
場
税
務
課
で
交
付
し
ま
す
。

※�

閲
覧
手
数
料
（
３
０
０
円
）
・
コ
ピ
ー

代
（
10
円
×
枚
数
）
が
必
要
で
す
。

※�

所
有
者
本
人
と
そ
の
同
世
帯
の
人
以
外

の
交
付
申
請
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※�

非
課
税
の
土
地
や
地
目
変
更
を
伴
う
土

地
の
登
記
申
請
、
土
地
の
近
傍
評
価
等

に
つ
い
て
は
、
奈
良
地
方
法
務
局
登
記

部
門
へ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

奈
良
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
（
☎
０
７
４
２
㉓
５
２
３
０
）

　
（
☎
内
線
１
５
３
・
１
５
４
）

◆�

２
月
18
日（
月
）か
ら
町
県
民
税
の

申
告
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

申
告
が
必
要
な
人
な
ど
、
詳
し
く
は
広

報
「
斑
鳩
」
２
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
償
却
資
産
の
所
有
者
は

　
　
　
　
　
　
申
告
が
必
要
で
す

申
告
期
限
　
1
月
31
日（
木
）

　

１
月
１
日
現
在
、
町
内
で
事
業
に
用
い

る
資
産
（
例
え
ば
工
場
の
機
械
類
、
商
店

や
事
務
所
の
備
品
類
、
ア
パ
ー
ト
の
付
帯

設
備
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
駐
車

場
な
ど
）
を
所
有
し
て
い
る
法
人
ま
た
は

個
人
は
、
そ
の
資
産
に
か
か
る
固
定
資
産

税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
を
し
て
い
る
人
で
申
告
書
や
手
引

き
が
手
元
に
な
い
、
あ
る
い
は
申
告
義
務

が
あ
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う

場
合
は
、
放
置
せ
ず
に
、
必
ず
役
場
税
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
告
義

務
違
反
が
あ
り
ま
す
と
延
滞
金
や
過
料
の

請
求
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

西
和
７
町
障
害
者
等
支
援
協
議
会

全
体
会
・
授
産
品
販
売
会　
開
催

　
　

王
寺
町
福
祉
介
護
課

　
（
☎
０
７
４
５
�
２
０
０
１
）

　

西
和
７
町
障
害
者
等
支
援
協
議
会
で

は
、
障
害
の
あ
る
人
、
事
業
者
、
行
政
な

ど
が
地
域
の
障
害
福
祉
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
地
域
に
向
け
て
協
議
会
の
活

動
を
発
信
す
る
た
め
、
全
体
会
を
開
催
し

ま
す
。　

　

授
産
品
（
パ
ン
や
焼
菓
子
な
ど
）
の
販

売
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
授
産
品

の
販
売
会
だ
け
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　
１
月
29
日（
火
）

　

全
体
会　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
受
付　

午
後
１
時
～
）

　

授
産
品
販
売
会　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
り
ー
べ
る
王
寺
東
館
５
階
）

全
体
会

記
念
講
演
①

　
「
時
は
つ
も
る

　
　
　

障
害
の
あ
る
人
と
と
も
に
」

　

講
師　

奈
良
養
護
学
校　

地
域
支
援
部

記
念
講
演
②　

　
「
兼
業
福
祉
の
す
す
め

　
　

～
ご
近
所
さ
ん
と
共
に
す
す
め
る

　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
、
森
づ
く
り
～
」

　

講
師　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
　
　
　

な
な
い
ろ
サ
ー
カ
ス
団

定
員　
１
９
０
人
（
先
着
順
）

※
費
用
無
料
・
申
込
不
要

※
り
ー
べ
る
王
寺
駐
車
場
は
有
料
で
す
。

「
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

生
駒
南
」
開
所

　

奈
良
保
護
観
察
所
、
生
駒
郡
町
村
会
、

生
駒
南
地
区
保
護
司
会
に
よ
り
開
所
さ
れ

た
こ
の
施
設
は
、
不
幸
に
も
過
ち
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
人
々
の
立
ち
直
り
を
支
援
す

る
更
生
保
護
施
設
で
す
。

　

更
生
保
護
だ
け
で
は
な
く
、
犯
罪
の
未

然
防
止
や
家
庭
内
暴
力
、
少
年
非
行
な
ど

の
相
談
事
業
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
主
な
実
施
事
業

・
保
護
観
察
対
象
者
と
保
護
司
と
の
面
接

・�

保
護
観
察
対
象
者
と
保
護
観
察
官
と
の

面
接

・
家
庭
内
暴
力
な
ど
に
関
す
る
相
談

・
少
年
非
行
に
関
す
る
相
談
な
ど

場
所　
平
群
町
立
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
６
３
６‒

０
９
１
６

　
　
　
　

生
駒
郡
平
群
町
若
井
４
３
２
）

　
（
☎
・
fax　

０
７
４
５
㉗
７
３
５
７
）

開
所
日　
火
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　

�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
正
午
～
午
後
１
時
は
休
憩
）

※�

生
駒
郡
４
町
の
保
護
司
が
駐
在
し
、
対

応
し
ま
す
。
お
越
し
に
な
る
前
に
は
、

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

保
護
司
の
指
名
も
可
能
で
す
。（
日
程

調
整
に
少
し
時
間
を
要
し
ま
す
）

役
場
税
務
課
か
ら
のお知

ら
せ
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奈良税務署からのお知らせ
（問合せ　奈良税務署　☎0742－26－1201㈹）

平成30年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、
２月18日（月）～３月15日（金）です。
なお、還付申告については２月15日（金）以前であっても郵送などにより税務署へ提出すること
ができます。
各申告会場は、大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。

● 税理士による確定申告地区相談会場のお知らせ

◆土曜・日曜日、祝日などは開設しておりません。
◆相談受付の終了時刻は午後３時です。（２月14日は午後２時に相談受付を終了します）
◆駐車場は300台完備（駐車料金は１時間まで無料、それ以降は１時間毎に100円かかります）。
◆開設日初日と午前中は大変混雑することが予想されます。
◆混雑の状況により、早めに受付を終了させていただく場合があります。
◆昼休みの時間帯は、少人数で対応しますのでご了承ください。
◆会場にお越しの際は、前年分の控えなどを持参してください。
◆会場への電話でのお問い合わせはご遠慮ください。
◆�「土地・建物・株式等を売却された所得（上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除を含む）」、「贈

与税」や「相続税」などに関する相談は行っていませんので、これらに関する相談が必要な
場合は、税務署へお越しください。

●奈良税務署確定申告会場のお知らせ
◆�申告会場の開設期間は、２月18日（月）～３月15日（金）です。（土曜・日曜日、祝日などを除く）

２月15日（金）以前は開設していませんのでご注意ください。
◆相談受付時間は午前８時30分～午後４時です。
◆混雑の状況により、早めに相談受付を終了する場合があります。
◆会場開設当初と申告期限間際は、大変混雑することが予想されます。
◆�来客用駐車場を申告会場として使用するため、駐車場はご利用いただけません。来署の際は

公共交通機関をご利用ください。

医療費控除の適用に係る医療費の領収書の添付について
　医療費控除の適用に係る医療費の領収書の添付は不要です。ただし、医療費控除の明細書は必
要です（※健康保険組合等発行の「医療費のお知らせ」などを添付すると、明細書の作成を省略
できます）。
　なお、医療費の領収書については、自身で申告期限から５年間の保存が必要です。
　医療費控除の申告は確定申告書等作成コーナーをご利用ください。
　「医療費控除の明細書」も作成できます。

会　　場　　名 開設期間【土・日・祝除く】 開設時間

奈良県立図書情報館
（奈良市大安寺西1-1000） ２月５日（火）～２月14日（木） 午前９時30分

　～午後４時

☆「いかるがホール」での相談会場の開設は行いません
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パパママスクール
　　　（冬コース）

対象：妊娠中の人とその家族　　　持物：母子健康手帳、筆記用具、健康マイレージポイントカード
申込：各日の前日まで

テ　　ー　　マ 実施日 実施時間 内　　　　容

もうすぐ会えるね
～お産を知ろう～

1月18日㈮ 13：30～
　15：30

助産師による妊娠中の過ごし方・お産につ
いての話
申込：1月17日（木）まで

赤ちゃんの健康づくりは
ママの健康から

～お腹の中で赤ちゃんの体は
つくられている～

2月4日㈪ 10：00～
　12：00

栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バラン
スの話
歯科衛生士からママと赤ちゃんの歯の健康
についての話
申込：2月1日（金）まで

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～

2月16日㈯ 10：00～
　12：00

助産師による沐浴についての話
赤ちゃん人形を使って沐浴体験
申込：2月15日（金）まで

事 業 名 実施日 受付時間 対　象 内　容　な　ど

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

1月28日㈪ 13：30～15：00
就学までの児

〇育児や食事のことなどについての相談
申込：1月25日（金）まで

2月7日㈭ 9：30～11：00
〇育児や食事のことなどについての相談
申込：2月6日（水）まで

身 体 計 測
1月22日㈫ 9：30～11：00 就学までの児

○身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物： 母子健康手帳、健康マイレージポイント

カード
申込：1月21日（月）まで

わんぱく広場

1月23日㈬ 13：15～　13：30 Ｈ30年6・7月生
○赤ちゃん体操・発達等についての話
持物： 母子健康手帳、バスタオル、健康マイレー

ジポイントカード
申込：1月22日（火）まで

2月4日㈪ 9：45～　10：00
1歳～

1歳6か月児

○ 歯科衛生士による歯のみがき方、生活リズム
についての話

持物： 母子健康手帳、歯ブラシ、健康マイレー
ジポイントカード

先着：25組
申込：2月1日（金）まで

事　業　名 実 施 日 時間 定員 内　　　　　容

こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による） ₁月₇日㈪ 13：00～

15：00 ₂人
気分が落ち込みやすくなった、
理由もなく涙が出る、
最近家族の様子がおかしいなどの相談。

メニュー：おにぎり・サラダ・みそ汁
　日時：１月31日（木）午前10時～午後１時
　対象：平成27年４月２日～平成28年４月１日生まれ
　　　　の子どもと保護者
　定員：保護者・子どもで30人（先着）
　費用：保護者・子ども各３００円
　申込：１月７日（月）～

ドキドキわくわく
ハッピーマタニティライフ

子どもたちが自分で
トントン調理体験、
できるかな？！

カレンダー健 康子ども

■ 健康相談予定表（事前申込要 : 電話申込可）

= 健康マイレージポイント対象事業です

キッズトントン教室

おとな



保健センター（☎0745－70－
000
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1　日本人の２人に１人が、一生のうちにがんを発
症します。

　そのうち３人に１人が、がんで亡くなっており、30年
以上死因の第１位を占めています。

2　ひとつの細胞が１㎝のがんになるまでの期間は、約10～15年かかり
ます。

　１㎝のがんが２㎝に成長するには、わずか１年半しかかからず、その後がん
はまたたく間に大きくなっていきます。
　がん検診を１～２年ごとに受けなければならないのはこのためです。

　平成30年度の乳がん・子宮頸がん検診・胃がん検診（内視鏡検診）の個別検診は、
２月末日で終了です。医療機関が混雑し期限内に予約が取れないことがありますので、
まだの人は早めに受けましょう。

受診者数 要　精
検者数

そのうちがん
であった人

胃 が ん 935人 40人 ３人
肺 が ん 1061人 27人 １人
大 腸 が ん 1371人 85人 ２人
子宮頸がん 1372人 25人 １人
乳 が ん 988人 37人 １人
前立腺がん 1041人 135人 １人

⃝斑鳩町のがん検診状況（平成29年度）⃝

がん細胞の
発生

10～15年

検査で見つけ
ることができ
る大きさ

自分は
大丈夫な
気がする

がんになるのは
２人に１人

忙しくて
検診に
いけない

毎年、
がん検診で
がんが見つ
かっていま
す！

1.5年

早期がん
は、直径
２㎝まで

１㎝ ２㎝

が ん 検 診
なぜがん検診が必要なの？

知ろう！受けよう！
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　 28,350人
　　（前月比　－15）
　　男13,433人
　　女14,917人
　 　11,757世帯
　　（前月比　－₁）
（平成30年11月30日現在）
問合せ
斑鳩町総務部まちづくり政策課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

広報

E メール
info@town.ikaruga.nara.jp
ホームページ
http://www.town.ikaruga.nara.jp/

人の動き

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。
ご近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。

問合せ：総務課（☎0745�1001　内線273） 202019.1.  広報 
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で
全
５
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催
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細
を
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し
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す
。

（http://www.town.ikaruga.nara.jp/0000001175.html

）

　斑鳩の里の風景の楽しみ方を、10枚の写真で紹介され
ました。
　その後、平成22年～23年にかけて２年間撮り続けた斑
鳩の四季を描いた動画を、10分の映像に編集して上映。
斑鳩三塔を中心に、幾時代も繰り返し季節が巡る中での
人々の暮らしを表現した映像となっています。

　「和を以って貴
たっと

しと為す。聖徳太子の一番軸とな
る言葉です。世の中全体も、おだやかな心になれな
い時代が続いております。この斑鳩の里の風景は、
観光地の中でも、どちらかというと、心を静める、
穏やかにする風景が続いております。みなさんも斑
鳩の里を訪れた際には、心がなんとなく静かに穏や
かになってまいりまして、【和を以って貴

たっと

しと為す】
の世界をちょっと味わっていただけるかなと思いま
すので、どうかお越しいただくことを願っておりま
す。」
　と、斑鳩の里の魅力を紹介されました。

「法隆寺地域の仏教建造物」世界文化遺産登録25周年記念セミナー

「聖徳太子のおもかげに会う斑鳩」
第３回 　映画監督が見た世界遺産地区「斑鳩」の風景

11／17　日比谷図書文化館（東京都千代田区）

浄念寺住職・映画監督　横田　丈実　師
斑鳩町生涯学習課　考古学技師　平田　政彦

対　談




